
 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しい看護師さんが仲間入りしました！ 

またお目にかかることがあるかと思いますが、 

よろしくお願いします。 

 
 

さくら通信
 

3 月下旬より、さくら動物病院で働かせて 

いただくことになりました。動物看護師の鎌田麻衣です。 

ヤマザキ動物専門学校卒業後、上田市・佐久市の病院で勤務していました。 

この度、ご縁がありお世話になることとなりました。まだまだ不慣れでご迷惑を 

おかけすると思いますが、飼い主さまと動物たちの力になれるように努力して 

参ります。どうぞよろしくお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牧羊犬
ウェルシュ・コーギー・ペンブローク 

オールド・イングリッシュ・シープドッグ 

シェットランド・シープドッグ 

ビアデッド・コリー 

ボーダー・コリー 

ラフ・コリー 

オーストラリアン・ケルピー 

今回の載せた犬種は一部ですが、様々な見た目の子たちがいますよね！ 

知っている子は何種類いましたか？ 

どの子もとってもかわいいですが、いざお仕事となると顔つきは凛々しく、走る姿は 

とても美しいです。 

そんなギャップも牧羊犬種の魅力だと思います。 

ただし、飼う際の注意点のひとつにしつけや運動量などがあります。 

賢く、体力がある犬種だからこそ、しっかりとしつけや運動量の確保をしてあげること

が大切です。 

たくさんの魅力が詰まった牧羊犬種、皆さんのまわりでもぜひ探してみて下さい 

                                    動物看護師 小金沢 



統合医療とは、西洋医学（従来の医学）と補完・代替医療を組み合わせた総合的なアプローチをする医療

であり、補完・代替医療には鍼灸、漢方薬、栄養療法、サプリメントなどがあります。成人したアメリカ

人の約３３％が過去１年間のうちに補完・代替医療を利用したという調査結果からも分かるように、人

の医療では世界中で需要が増加しています。 

 

・急に歩けなくなったヘルニアの子が治療後、すぐに歩けるようになってそのまま維持できている 

・鍼灸治療後は元気になって食欲が増す 

・斜頸があったが、かなり良くなった 

・薬を塗ったり飲んだりしても改善の乏しかった皮膚の赤みがよくなった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

統合医療はじめました 
 

私自身が漢方薬と鍼灸治療に劇的な効果を感じた経験があり、いつか動物の治療にも東洋医学を取り入れ 

ていきたいと考えている中で、獣医の鍼灸認定医プログラムを約 1 年間受講しました。 

このたび、比較統合医療学会鍼灸認定医（獣医の鍼灸治療の認定医）の試験に合格し、当院でも鍼灸治療 

と漢方治療を取り入れています。西洋医学のメリットと東洋医学のメリットの両方の良いとこ取りをでき 

るのが統合医療の強みであると考えています。 

＜当院で受けられる統合医療＞ 

 ① 鍼灸治療 

身体のエネルギーの流れを調整するために、鍼やお灸を特定の経穴（ツボ）に刺激し、身体のバランスを 

整   整え、自然治癒力を促進します。 

当院での鍼灸治療の対象は犬、猫、うさぎです。椎間板ヘルニア、関節炎、認知障害、てんかん発作、胃 

腸炎、アトピー性皮膚炎、不定愁訴などの症状が適応症例となります。 

痛くないですか？と聞かれることもありますが、使用する鍼は髪の毛ほ 

どの太さで、刺すときも動物には気づかれないことがほとんどです。治療 

を受けている子の中には気持ちよさそうにリラックスしている子も多い 

です。 

 

 

②漢方 

当院では主にイスクラ産業さん（人の漢方を古くから扱っている会社で 

ペット部門があります）の錠剤漢方を取り扱っています。理由としては、安全性と利便性からです。他に 

も症状によってツムラの粉末の漢方薬を使っています。 

★治療を受けた飼い主さまのご感想★ 

 

＜治療の一例＞ 

Before 斜頸 After 斜頸の改善♪ 

鍼灸治療 
獣医師 空 



 

休診：火曜日／第四日曜日／ 

木・土・日・祝祭日の午後 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

長野どうぶつ眼科センター(併設) 
休診日・午後休診は 

当院のホームページまたは 

お電話にてご確認ください。 

ホームページはこちら！ 

獣医師出勤表、お知らせ随時更新中！ 

お散歩中の熱中症対策 

だんだん気温が上がるこの時期、注意してほしいのが熱中症。 

実は熱中症は 5月から増え始め、7～8月にかけてピークを迎えます。今回は、お散歩時の熱中症対策

を 3つご紹介します 

① 時間帯を変える 

人間より低い位置を歩く犬は、人間以上に暑さを感じ

ています。また、夏のアスファルトは日中だと 60℃近く

なることも。熱くなったアスファルトの上を歩くと肉球

を火傷してしまう恐れがあります。 

それを防ぐためにも、夏のお散歩は早朝や夜に行くの

がおすすめです。 

② こまめな水分補給 

熱中症対策に水分補給は必須！お散歩へ行くときは水を

持参し、こまめに飲ませてあげましょう。もちろん私たち人

間も水分補給を忘れずに。 

③ 暑さ対策のグッズを使う 

クールリングや冷感タンクトップ、保冷剤を入れられる

バンダナなど、たくさんの種類があります。犬の体や性格

に合うグッズを選んでみてください。 

犬の健康の為にも必要なお散歩。夏はできるだけ土や芝生の上を選び、日陰を歩くようにするのも

大切です。普段よりもハアハアとパンティングして暑がっていたら、無理せず早めにお散歩を切り上

げましょう。 

また、熱中症はお散歩中だけでなく、家や車の中でも起こります。特に暑さに弱い犬種や高齢の犬

は注意が必要です。 

もし熱中症になった場合、すぐに体を冷やし動物病院へ連絡しましょう。 

動物看護師 下島 


